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「Will」のある学習へ③ 
                                            校 長 内田 かほ里  

校庭のイチョウの葉も黄色に色づいてきました。今年も残すところあと１ヶ月。思い返すと１年のほとんど

が緊急事態宣言、まん延防止等重点措置期間と制限のある中での教育活動となりました。現在、新規感

染者数など落ち着いているとは言え、学校としての感染症対策は緩めることなく、今できることにしっかりと

取り組み、２学期の学習のまとめをしっかりとしていきます。 

 

さて、先日の学習発表会には、多くの保護者の皆様のご参観をいただき 

ありがとうございました。学習発表会保護者鑑賞日の朝、正門では、「緊張 

するね。」「私は、あまり緊張しないよ。」「ドキドキしてきた。」など子供たちの 

声が聞こえてきました。リハーサル、児童鑑賞日、保護者鑑賞日と３段階で子供たちには、緊張、プレッ

シャーがあったようです。一日ごとに成長する姿は、見ている者に感動を与えてくれました。短期間での充

実した練習の成果でもあると思いますが、保護者の皆様に見られるという緊張感が、子供たちの発表に大

きく影響するのだと改めて感じたところです。子供たちの頑張りは、その日のご家庭での話題になったこと

でしょう。 

３回の緊張、プレッシャーを乗り越える事ができた子供たち。なぜか。それは、六小の子供たち全員が、自

分たちで学習してきた内容を、自分たちで準備をしてきたからです。特に、５，６年生は、台本（セリフ）やプ

レゼンも子供たちが考え、作成しました。１年生も、役のグループごとに話し合い、練習をしている様子が見

られました。日頃の学習を大切にしてきたことが、今回の発表を創り上げてきた結果となったのでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の保護者アンケート（一部抜粋）のように、今回の学習発表会が、子供たちの成長と価値ある教育

活動であることを共有できたことを嬉しく思います。 

最後に、ここまでこの学習発表会を支えてきた六小の教職員にも感動しています。それは、学習発表会

の目的を理解し、「『Will』のある学習」を意識して指導に当たった担任や音楽専科の努力、進行や裏方に

携わった教職員や主事さん方の気遣いなどがあったからです。 

これからも、第六小では、与えられた学びではなく、子供も教師も「したい！！」つまり「Will」のある学習、

授業、教育活動を仕掛けていきます。 

 

六小だより   

・台本を毎日自分から読んで練習していて、本人なりに積極的に取り組んでいる姿を見て

よかったと思う。本番もよく頑張っていて見ることができてよかった。 

・一つのものを皆で作り上げている姿にとても感動しました。一人一人がしっかりと役目

を果たして頑張っている姿にも成長を感じて、とても素晴らしかったです。 

・先生方のご指導のおかげもありますが、声も出ていて、演技も上手くて、脚本もオリジ

ナリティが感じられるもので、素晴らしいものでした。 

・難しい作品に対し、みんなでよく考え、工夫して取り組んだのだろうと感じられる発表

会でした。 

・家に帰って、家族が一緒にいられる事や今の時代に何不自由なく生きられることがどれ

だけ幸せなことか、子供と一緒に話せる良い機会になりました。 

http://members2.jcom.home.ne.jp/dai6-e/


１２月の学校行事 

日 曜日 
朝 

学習 

子供 

教室 
学校行事 

授業時間  

○保護者会 

・11月30日（火）低学年 

  15:00～  

※変更になっております。 

・12月2日（木）高学年 

  14:45～ 

・12月3日（金）中学年 

  14:45～ 

 場所につきましては 

 配布済のお知らせを 

 ご覧ください。 

 

 

○冬季休業 

有意義な長期休業になるよう

に、以下の点に気を付けま

しょう。 

・家の手伝い 

・お金の使い方 

・早ね・早起き 

・SNSの使い方 

など、ご家庭で話し合い、計画

的な過ごし方ができるようお願

いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 

1 
水 〇 ⑤  ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

2 木 〇  保護者会（５．６年） ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

3 
金 

〇 
 保護者会（３．４年） 

脊柱側わん検診（５年） 
５ ５ ５ ５ ５ ５ 

4 土          

5 日          

6 月 全  安全指導 委員会活動 ４ ５ ５ ５ ５ ５ 

7 火 〇   ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

8 水 〇 ⑥ 多摩六都科学館出張学習プログラム（４年） ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

9 木 縦   ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

10 金 〇  〈B時程〉  ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

11 土          

12 日          

13 月 遊  認知症サポート講座（４年） ４ ５ ５ ５ ５ ５ 

14 火 〇   ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

15 水 〇   ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

16 木   ６年生個人写真撮影 ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

17 金 〇   ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

18 土          

19 日          

20 月 遊  クラブ活動 ４ ５ ５ ５ ５ ５ 

21 火 〇  ４時間授業開始 大掃除  

落語授業（５年） 
４ ４ ４ ４ ４ ４ 

22 水 〇 ⑦ 避難訓練 ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

23 木 〇  給食終  ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

24 金 終  〈土〉終業式  ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

25 土   冬季休業日始       

26 日          

27 月          

28 火          

29 水   冬季閉鎖 ～１／３       

30 木          

31 金          

     

 

 

 

                                 

 

 

 

１２月の生活目標 

「寒さにまけない体をつくろう」 
・早く寝て、十分睡眠をとる。 

・天気の良い日は外で元気に遊ぶ。 

・手洗い、うがいをする。 

人権週間 令和３年１２月４日（土）～１２月１０日（金）  

「誰か」のことじゃない 

1984 年、世界人権宣言が国際連合で採択され、日本では、1949

年から毎年、「人権デー」である１２月１０日を最終日とする１週間を人

権週間と定めました。今年は第７３回となります。人間が人間らしく生き

るため、いじめや体罰、暴力、虐待、偏見、差別、誹謗中傷等は、絶対に

許されません。国連の持続可能な開発目標（ＳＤＧs）でも、「誰一人残

さない」と掲げています。お互いに尊重・大切にし合える社会の実現に

向けて、この機会に、まずは、日本や世界の現状を「知る」こと、「思いを

馳せる」ことから始めてみませんか。 

 

 

 


